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脳損傷後の機能可塑性についてヒト・サルを含めた脳内メ

カニズム解明－神経画像法を用いたconnectivityの検討

脳の機能・病態を理解するうえで可塑性の解明は欠かせない。学習、記憶、脳障害後の機能回復はともに脳
内の可塑性の基となるメカニズムが存在するはずである。従来型の膜電位の特性変化、蛋白・遺伝子発現な
どミクロ的な視点ではなく、巨視的レベルでの脳局所機能の代償やネットワークとしての機能代償がいかにし
て生じるか？その問いに答えることで脳機能回復のメカニズム解明やBrain Machine Interface等治療法の開
発に貢献すると期待される。本セミナーでは巨視的レベルでの脳局所機能の代償法の解明を目指し、PETや
MRI等の神経画像法を用いたアプローチを紹介する。講師は、林 拓也氏（理化学研究所分子イメージング科
学研究センター分子機能評価研究チーム・副チームリーダー、京都大学大学院医学研究科高次脳機能総合
研究センター・客員准教授）。これまでヒトやサル脳を対象として神経画像法を用いた脳機能解明や再生医療
の評価を行ってきた。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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